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拙
著
「
脱
『
日
本
版
P
F
I
』
の
ス
ス
メ　

令
和
編
〜

急
が
れ
る
サ
ー
ビ
ス
調
達
型
へ
の
転
換
〜
」（
発
行
＝
日

刊
建
設
工
業
新
聞
社
、
発
売
＝
東
洋
出
版
）
の
解
説
を
連

載
中
で
あ
る
。

　

第
1
回
か
ら
第
4
回
ま
で
に
「
サ
ー
ビ
ス
の
特
性
」

（
2
0
2
3
年
1
月
5
日
号
）、「
施
設
調
達
と
サ
ー
ビ
ス

調
達
の
違
い
」（
同
2
月
6
日
号
）、
サ
ー
ビ
ス
調
達
の
核

と
な
る
「
A
a
S
（As a Service

）
の
考
え
方
」（
同

3
月
6
日
号
）
お
よ
び
「
サ
ー
ビ
ス
と
指
標
連
動
支
払
い

の
関
係
」（
同
4
月
6
日
号
）
を
説
明
し
、
第
5
回
（
同

5
月
11
日
号
）
か
ら
は
サ
ー
ビ
ス
調
達
型
P
F
I
の
導
入

で
得
ら
れ
る
三
つ
の
メ
リ
ッ
ト
、
す
な
わ
ち
「
必
要
な
公

共
施
設
の
整
備
と
財
政
健
全
化
の
両
立
」「
公
共
事
業
へ

の
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
」「
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
に
基
づ
い
た
品
質
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
（
確
約
）」
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

　

そ
し
て
第
12
回
（
同
10
月
23
日
号
）
と
第
13
回
（
同
10

月
26
日
号
）
で
は
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
P
P
P
」
を
取
り
上
げ
、

三
つ
の
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
か
を
検
証
し
た
。

　

第
14
回
（
同
11
月
27
日
号
）
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
調
達
型

P
F
I
で
用
い
る
ツ
ー
ル
の
詳
説
を
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
「
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
仕
様
書
（
S
L
S
＝

Service Level Specification

）」
の
構
成
お
よ
び

「
S
L
S
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
」
を
説
明
し
た
。

　

今
回
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
を
支
払
い

に
反
映
さ
せ
る
「
サ
ー
ビ
ス
料
金
の
支
払
い
メ
カ
ニ
ズ

ム
」
に
つ
い
て
解
説
し
よ
う
。

1
．モ
ノ
と
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
プ
ロ
セ
ス
の
違
い

　

サ
ー
ビ
ス
調
達
と
は
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
取
っ
て
対
価
を

支
払
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
は
第
1
回

で
説
明
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
持
つ
I
H
I
P
特
性
（
注
）
を

反
映
し
た
形
で
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
達
成
で
き
て
い
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
サ
ー

ビ
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
応
じ
、
合
意
通
り
に
サ
ー
ビ

ス
料
金
の
満
額
が
支
払
わ
れ
る
か
、
減
額
さ
れ
た
料
金
が

支
払
わ
れ
る
か
が
決
定
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
が
持
つ
I
H
I
P
特
性
が
サ
ー

ビ
ス
調
達
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
機
能
し

て
い
る
の
か
を
、
モ
ノ
の
調
達
と
比
較
し
な
が
ら
、
も
う

一
度
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

　

図
は
、
P
F
I
発
祥
の
地
で
あ
る
英
国
・
サ
リ
ー
大
の

サ
ビ
ー
ヌ
・
ブ
ノ
ア
博
士
に
よ
る
、
サ
ー
ビ
ス
が
持
つ

I
H
I
P
特
性
を
反
映
さ
せ
て
価
値
を
生
み
出
す
ア
プ
ロ

ー
チ
を
参
考
に
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
調
達
と
モ
ノ
調
達
の
プ

ロ
セ
ス
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

モ
ノ
は
製
造
業
者
の
資
源
を
使
っ
て
生
産
さ
れ
、
販
売

に
よ
っ
て
利
用
者
の
現
預
金
と
い
う
資
源
が
モ
ノ
に
転
換

す
る
こ
と
で
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
サ
ー
ビ
ス
は
、
契
約
成
立
後
に
製
造
業
者

の
モ
ノ
を
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
（
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ

ー
）
に
販
売
す
る
こ
と
で
価
値
が
生
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
持
つ
モ
ノ
と
い
う
資
源
が
サ
ー
ビ
ス

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
達
成
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
利
用

者
の
現
預
金
と
い
う
資
源
に
結
び
付
い
て
価
値
を
生
み
出

す
関
係
が
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
期
間
の
全
体
に
わ
た
っ
て
継

続
す
る
。

　

こ
の
違
い
を
意
識
し
な
が
ら
、
支
払
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

熊
谷
弘
志

オ
フ
ィ
ス
・
ク
マ
ガ
エ
代
表

ク
ラ
ウ
ン
エ
イ
ジ
ェ
ン
ツ
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

P
P
P
事
業
部
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
を
反
映
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　「
支
払
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
」（
上
）

連

載

令
和
時
代
の
P
F
I
活
用
術
講
座 

⑱
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注
＝
サ
ー
ビ
ス
は
、①
無
形
性（Intangibility

）

②
非
均
一
性
（H

eterogeneity

）
③
生
産
と
消

費
の
不
可
分
性
（Inseparability

）
④
消
滅
性

（Perishability

）
─
─
と
い
う
四
つ
の
特
性
を

持
っ
て
い
る
。

2
．
S
L
S
と
支
払
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

　
　
　
　
　
　
構
築
す
る
た
め
の
ル
ー
ル

　

第
9
回
（
23
年
7
月
10
日
号
）
で
、
I
H
I
P

特
性
を
持
っ
た
サ
ー
ビ
ス
形
態
で
調
達
す
る
た
め

の
S
L
S
と
、
支
払
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
関
係
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
そ
の
際
、
こ
れ
ら
の
関
係
を
適

切
に
構
築
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
六
つ
の
ル
ー

ル
を
紹
介
し
た
。

【
1
】�

サ
ー
ビ
ス
に
は
形
が
な
い
た
め
、「
定
量
も

し
く
は
検
証
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
の
成
立
条

件
」
が
必
要
で
あ
る
。

【
2
】�
サ
ー
ビ
ス
の
成
立
条
件
は
、
ア
ベ
イ

ラ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
利
用
可
能
性
＝

Availability
）
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
判

断
で
き
る
。

【
3
】�

そ
の
成
立
条
件
を
達
成
し
た
と
き
に
の
み
、

サ
ー
ビ
ス
料
金
を
1
0
0
％
支
払
う
。

【
4
】�

成
立
条
件
が
未
達
で
あ
っ
て
も
、
是
正
許

容
期
間
内
に
是
正
す
れ
ば
1
0
0
％
支
払

う
。

【
5
】�

各
サ
ー
ビ
ス
の
減
額
値
や
是
正
許
容
期
間
は
、
そ

の
重
要
性
に
応
じ
て
異
な
る
。

【
6
】�

重
要
性
の
低
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
て
も
不
履
行
が

頻
繁
に
続
く
場
合
に
は
、
そ
の
重
要
性
が
高
ま
る
。

3
．サ
ー
ビ
ス
調
達
型
P
F
I
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
払
い
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

第
11
回
（
23
年
9
月
7
日
号
）
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
調
達

型
P
F
I
に
お
け
る
支
払
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
持
つ
九
つ
の

特
徴
を
紹
介
し
た
。

【
1
】�

原
則
＝
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
可
能
に
な
る
ま
で
支
払

い
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

【
2
】�

ユ
ニ
タ
リ
ー
チ
ャ
ー
ジ
（
U
C
）
＝
分
割
さ
れ
な

い
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
料
金
（
U
C
＝U

nitary 

Charge

）
と
し
て
支
払
う
。

【
3
】�

支
払
い
と
サ
ー
ビ
ス
の
連
動
＝
支
払
い
レ
ベ
ル
は

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
と
連
動
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

【
4
】�

U
C
の
前
払
い
禁
止
＝
U
C
は
、
そ
れ
に
関
連
す

る
期
間
の
前
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

【
5
】�

重
要
度
を
反
映
さ
せ
た
減
額
＝
支
払
い
メ
カ
ニ
ズ

ム
は
標
準
以
下
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
対
す
る
支

払
い
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
り
、
減
額
は
失
敗
の

重
大
度
を
反
映
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
6
】�

官
民
双
方
の
た
め
の
支
払
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
機
能
＝

管
理
者
に
と
っ
て
は
サ
ー
ビ
ス
が
失
敗
し
た
と
き

の
重
要
性
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
請
負
業
者
に

と
っ
て
は
サ
ー
ビ
ス
が
失
敗
し
な
い
よ
う
に
運
営

図　サービスとモノの特性に起因したアプローチの違い

出典：「Characteristics of services‒a new approach uncovers their value by Sabine Benoit（University of Surrey）」を参考に筆者作成

利用可能資源

消滅性
もし顧客の資源や需要と統
合できない場合にはサービ
ス提供能力も消滅

無形性
プロバイダーは、形のない
サービスのパフォーマンス
達成を強制される

不可分性
サービス提供のために顧客の外部資源
が必要であり、また顧客固有の当該資
源はサービス転換するために不可欠

非均一性
顧客の資源や需要は顧客特
有のものであり、本質的に
不均一

利用

モニタリン
グ結果を反
映させた
サービス対
価として支
払い続ける

資源からサー
ビスへの転還

＜サービス調達のプロセス＞

＜モノ調達のプロセス＞

プロバイダーの資源

顧客
の資
源

資源のサービス転換販
売

需
要

提
供

製造
性能発注とそれに基づ
いた施設整備

顧客の責任で施設を利用
施設整備費の割賦払いと運営費
用および性能劣化リスク関連費
用を利用者が負担

モノとしての資産譲渡(販売)
と支払債務額の合意
施設整備費支払いの確約



2024年（令和6年）4月4日（木）　地方行政　第3種郵便物認可 4

す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
も
な
る
。

【
7
】�
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
な
減
額
変
数
＝
失
敗
時
の
減
額

は
、
支
払
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
変
数
間
で
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
必
要
が
あ
る
。

【
8
】�

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
基
づ
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
＝
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
と
支
払
い
制
度
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
に
基
づ
く
必
要
が
あ
る
。

【
9
】�

固
定
要
素
の
排
除
＝
支
払
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
は
、

履
行
に
関
係
な
く
請
負
業
者
が
常
に
受
け
取
る
固

定
要
素
が
含
ま
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　

そ
し
て
、
U
C
を
活
用
し
て
支
払
う
サ
ー
ビ
ス
調
達
型

P
F
I
の
モ
デ
ル
に
は
、
次
の
三
つ
が
あ
る
こ
と
を
説
明

し
た
。

【
A
】�

ユ
ニ
ッ
ト
料
金
積
み
上
げ
モ
デ
ル
＝
住
宅
事
業
に

適
用

【
B
】�

重
み
付
け
減
額
モ
デ
ル
＝
病
院
事
業
に
適
用

【
C
】�「
テ
イ
ク
・
オ
ア
・
ペ
イ
」
モ
デ
ル
＝
水
道
事
業
に

適
用

4
．支
払
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構
成
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
つ
の
要
素

　

サ
ー
ビ
ス
調
達
型
P
F
I
の
モ
デ
ル
が
い
ず
れ
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
支
払
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
は
、
事
業
者
が
取
れ
る
リ
ス
ク
は
事
業
者
に
取
ら
せ
、

事
業
者
の
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
で
適
切
な
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
た
場
合
に
は
、
確
実
に
収
益
が
上
が
る
仕

組
み
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
サ
ー
ビ
ス
調
達
型
P
F
I
で
調
達
す
る
サ

ー
ビ
ス
に
は
、
①
事
業
者
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
②
事
業
者
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス

─
─
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
①
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
料
金
で
あ
る
U
C
を
使
い
、
確
実
に
収
益
が
上
が
る

仕
組
み
を
構
築
し
つ
つ
、
②
に
対
す
る
調
整
チ
ャ
ー
ジ
を

使
い
、
事
業
者
が
リ
ス
ク
を
取
ら
ず
に
済
む
よ
う
に
別
途
、

清
算
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

5
．英
国
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
料
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
払
い
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

本
連
載
で
は
、
こ
れ
ま
で
英
国
・
国
民
保
健
サ
ー
ビ
ス

機
構
（
N
H
S
＝N

ational H
ealth Service

）
の
病

院
P
F
I
事
業
を
モ
デ
ル
に
説
明
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

前
述
の
【
B
】
を
例
に
詳
説
す
る
。

　

表
1
の
「
月
額
算
定
式
」
は
、「
3
．
サ
ー
ビ
ス
調
達

型
P
F
I
の
支
払
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
で
示
し
た
特
徴
を

踏
ま
え
、
N
H
S
が
事
業
者
に
支
払
う
月
額
（
M
S
P
）

の
構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
年
間
サ
ー
ビ
ス
料
金

の
1
カ
月
分
（
A
S
P
／
12
）
に
、
月
次
の
従
量
料
金

（
T
V
A
）、
想
定
幅
か
ら
外
れ
た
コ
ス
ト
変
動
の
調
整

（
G
S
─
P
S
）、
減
額
（
Σ
D
）
に
よ
る
調
整
を
行
っ

て
い
る
。
U
C
と
調
整
チ
ャ
ー
ジ
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

　

N
H
S
は
、
こ
の
算
定
式
の
他
に
「
サ
ー
ビ
ス
料
金
の

減
額
の
仕
組
み
」
と
し
て
、
▽
減
額
す
る
こ
と
の
権
利
▽

暫
定
減
額
適
用
期
間
（Bedding-in Periods

）
▽
サ
ー

ビ
ス
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
低
下
し
た

場
合
の
減
額
▽
サ

ー
ビ
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
低
下
の
許

容
範
囲
▽
施
設
が

利
用
で
き
な
い
事

象
が
生
じ
た
場
合

の
減
額
▽
修
復
許

容
時
間
内
の
修
復

▽
再
試
運
転
▽
修

復
時
間
が
設
定
さ

れ
て
い
な
い
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
低
下

▽
臨
時
修
繕
▽
繰

り
返
し
の
修
復
▽

そ
の
他
の
減
額
に

つ
な
が
る
利
用
不

能
の
影
響
▽
臨
時

の
代
替
施
設
─
─

な
ど
、
支
払
い
減
額
に
関
連
す
る
諸
項
目
を
設
定
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
適
用
し
て
サ
ー
ビ
ス
料
金
の
支
払
額
を
決

定
す
る
。

　

詳
細
は
、
拙
著
の
第
15
章
「
サ
ー
ビ
ス
料
金
の
支
払
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
解
説
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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（
第
19
回
〈
4
月
8
日
号
〉
に
続
く
）

表1　月額算定式

出典：「NHS Payment Mechanism Schedule 18」を基に筆者作成

MSP＝（ASP/12）＋TVA＋（GS -PS）-ΣD
　MSP
　ASP
　TVA
　GS
　PS
　ΣD

月次サービス支払額
年間サービス支払額（UC算定ベース）
月次従量料金調整額（調整チャージ）
想定を上回るコスト削減による利益配分調整
想定を上回るコスト超過による追加コスト分担調整（調整チャージ）
月次減額合計（UCからの減額）
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